
水まわりの特長
建物の特徴
名古屋圏の金融・ビジネス街の中心部である中区丸の内に立地する「名古屋シミズ富国生命ビル」は、 “多様な働き方にこたえる超環境配慮型オフィス”をコンセプトに建設。ニューノーマル時代の働き方を見据えたワークプレイスの創出や省エネ・創エネに取り組んだ。将来的なオフィスレイアウトや用途変更にも柔軟に対応できる無柱大空間を誇る専有部と、多様な働き方を提案する共有空間を実現。環境面では、テナント型オフィスビルでは東海三県初となる「ZEB Ready」認証などを取得予定。高度なBCP対策のもと、温熱環境を最適に調整できる空調システムや館内アプリで予約可能な共用会議室・コワーキングスペース、トイレの在室検知システムなど最新技術を駆使、次世代のワークスタイルを実現している。

水まわりの特長
基準階のオフィスフロアには、男性、女性、多機能トイレを設置。多機能トイレは、男女トイレの入口に各1ヶ所ずつ設置されており、性的マイノリティなどを含む多様な利用者に配慮している。また、テナントに応じて従業員の男女比率が変わる際などに、大便器ブース数を変更できるよう、男女トイレの仕切り壁を工事で可変できるよう設計されている。テナント共用のリフレッシュスペースであるラウンジがある16Fには、性別問わず使える「RESTROOM FOR ALL」を用意。多機能トイレのほか手洗器を備えた個室完結型男女共用トイレを6ヶ所設置。トイレゾーンへの出入口を3ヶ所設けた突き当りのない動線やラグジュアリーな設えは、さまざまな利用者が快適に使えるよう、きめ細やかに配慮されている。

「名古屋シミズ富国生命ビル」は、中京ビジネスの中枢を担う名古屋市中区丸の内に立地する大規模オフィスビル。外観の格子状のフレームは、名古屋旧来の碁盤割の街並みを表現し、端正なたたずまいを感じさせている。

建築概要
名称 名古屋シミズ富国生命ビル
所在地 愛知県名古屋市中区丸の内1-16-15
施主 清水建設株式会社、富国生命保険相互会社、
 清水総合開発株式会社
設計・施工 清水建設株式会社
竣工年月 2024年3月
敷地面積 4,820.79㎡
建築面積 3,318.02㎡
延床面積 47,632.75㎡
構造・階数 鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造・地上16階

おもなTOTO使用機器
大便器ユニット：UTNCAB／ウォシュレット一体形便器 ネオレスAS：CES9710系
ウォシュレット PS（温風乾燥付きエコリモコン）： TCF5554PR 
ウォシュレットP：TCF587Y／棚付二連紙巻器：YH700AD
小便器ユニット：UTNUCN／洗面器ユニット：UTNLCC
手洗器：L724／クリーンドライ（ハンドドライヤー）：TYC430WJ
バリアフリーユニット：UTNDAA／フィッティングボード：YKA41R
パブリック用手すり：T112CL10、T112CU22

小便器コーナーの壁は、躯体構造壁のコンクリートとし、あえて仕上げをせず、素材感を活かしたスタイリッシュなイメージを演出。すべての大便器ブースにL型手すりを設置し、多様な利用者へ配慮している。天井の間接照明から照らされた温かみのあるやわらかい光が、L字型の洗面コーナーを演出。洗面コーナーには、快適性や衛生性に配慮し、風の吹き返しや水滴の飛散を抑制する吸引式のクリーンドライを採用している。車いす使用者やオストメイトに配慮した多機能トイレは、多様性にも配慮し、男女トイレの各入口に1ヶ所ずつ設置。充実した設備とともに、着替えなどができるよう、フィッティングボードも備えている。

内装材や家具には、地元木材を使用。オフィスフロアの共有部分には、共用会議室を備えた光と風を採りこむ吹き抜け部空間を設けているほか、最上階の屋上庭園からは名古屋駅方面を眺められる。

扉には、扉材となった木材の葉をイラストで装飾。手洗器を設けた男女共用トイレは、使用中の音を遮るためブース壁を天井まで立ち上げた完全個室完結型とし、利用者へのきめ細やかな配慮がなされている。共用ラウンジのある16Fには、多機能トイレ1ヶ所と男女共用トイレを6ヶ所設置。通路幅を1200mm確保し、すれ違いが気にならないよう配慮。出入口も3ヶ所設け、突き当りのない回遊できる動線とし、安心感を持たらす。洗面コーナーには、手荷物の置けるドライエリアを設けた洗面ユニットを採用。パウダーコーナーにも棚を設けている。また、男女トイレの仕切り壁は可変でき、テナントの男女比に応じて、大便器ブース数が変更できる。

基準階の男女トイレ入口手前に、多機能トイレを各1ヶ所ずつ設置。多機能トイレの入口は、ほかの利用者の視線を気にせずに、だれでも入室しやすいよう、袖壁を立てて見えにくくしている。
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基準階 トイレ入口 基準階の男女トイレ入口手前に、多
機能トイレを各1ヶ所ずつ設置。多機
能トイレの入口は、ほかの利用者の視
線を気にせずに、だれでも入室しやす
いよう、袖壁を立てて見えにくくしてい
る。

基準階 女性トイレ 洗面コーナーには、手荷物の置けるド
ライエリアを設けた洗面ユニットを採
用。パウダーコーナーにも棚を設けて
いる。また、男女トイレの仕切り壁は可
変でき、テナントの男女比に応じて、大
便器ブース数が変更できる。

16F 
RESTROOM 
FOR ALL

共用ラウンジのある16Fには、多機能ト
イレ1ヶ所と男女共用トイレを6ヶ所設
置。通路幅を1200mm確保し、すれ違
いが気にならないよう配慮。出入口も
3ヶ所設け、突き当りのない回遊できる
動線とし、安心感を持たらす。

１6F
RESTROOM 
FOR ALL

扉には、扉材となった木材の葉をイラス
トで装飾。手洗器を設けた男女共用ト
イレは、使用中の音を遮るためブース
壁を天井まで立ち上げた完全個室完
結型とし、利用者へのきめ細やかな配
慮がなされている。

内観 内装材や家具には、地元木材を使
用。オフィスフロアの共有部分には、共
用会議室を備えた光と風を採りこむ吹
き抜け部空間を設けているほか、最
上階の屋上庭園からは名古屋駅方
面を眺められる。

基準階 多機能トイレ 車いす使用者やオストメイトに配慮し
た多機能トイレは、多様性にも配慮し、
男女トイレの各入口に1ヶ所ずつ設
置。充実した設備とともに、着替えなど
ができるよう、フィッティングボードも備え
ている。

基準階 男性トイレ 
洗面コーナー

天井の間接照明から照らされた温か
みのあるやわらかい光が、L字型の
洗面コーナーを演出。洗面コーナーに
は、快適性や衛生性に配慮し、風の吹
き返しや水滴の飛散を抑制する吸引
式のクリーンドライを採用している。

基準階 男性トイレ 
小便器コーナー・
大便器ブース

小便器コーナーの壁は、躯体構造壁
のコンクリートとし、あえて仕上げをせ
ず、素材感を活かしたスタイリッシュな
イメージを演出。すべての大便器ブー
スにL型手すりを設置し、多様な利用
者へ配慮している。

建築概要
名称 名古屋シミズ富国生命ビル
所在地 愛知県名古屋市中区丸の内1-16-15
施主 清水建設株式会社、富国生命保険相互会社、
 清水総合開発株式会社
設計・施工 清水建設株式会社
竣工年月 2024年3月
敷地面積 4,820.79㎡
建築面積 3,318.02㎡
延床面積 47,632.75㎡
構造・階数 鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造・地上16階

おもなTOTO使用機器
大便器ユニット：UTNCAB／ウォシュレット一体形便器 ネオレスAS：CES9710系
ウォシュレット PS（温風乾燥付きエコリモコン）： TCF5554PR 
ウォシュレットP：TCF587Y／棚付二連紙巻器：YH700AD
小便器ユニット：UTNUCN／洗面器ユニット：UTNLCC
手洗器：L724／クリーンドライ（ハンドドライヤー）：TYC430WJ
バリアフリーユニット：UTNDAA／フィッティングボード：YKA41R
パブリック用手すり：T112CL10、T112CU22

外観

「名古屋シミズ富国
生命ビル」は、中京ビ
ジネスの中枢を担う
名古屋市中区丸の
内に立地する大規
模オフィスビル。外観
の格子状のフレーム
は、名古屋旧来の碁
盤割の街並みを表現
し、端正なたたずま
いを感じさせている。
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